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市
で
は
、
県
が
作
成
・
公
表
し

た
河
川
（
阿
武
隈
川
、
社
川
、
隈

戸
川
）
に
つ
い
て
の
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市
民
の
防

災
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
い

ざ
と
い
う
時
に
安
全
か
つ
迅
速
な

避
難
行
動
が
で
き
る
こ
と
を
目
的

に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

避
難
場
所
や
危
険
個
所
に
つ
い
て

の
確
認
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
本
庁
舎
道
路
河
川
課　
内
２
２
７
４

　
市
立
図
書
館
で
は
、
新
館
へ
の

引
越
し
準
備
の
た
め
の
ダ
ン
ボ
ー

ル
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
左
記
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
本
を
入
れ
運
ぶ
に
耐
え
う
る
強

度
を
も
っ
て
い
る
も
の　
▽
汚
損
、

破
損
が
な
い
も
の　
▽
あ
る
程
度

の
大
き
さ
の
も
の
（
ミ
カ
ン
箱
や

リ
ン
ゴ
箱
等
）

問
市
立
図
書
館
☎
㉓
３
２
５
０

　
こ
の
貯
水
池
で
は
、
過
去
に
水

難
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
貯
水
池
に
舟
を
浮
か
べ

て
釣
り
を
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

貯
水
池
周
辺
は
大
変
危
険
な
個
所

が
多
く
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
以

外
は
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
県
棚
倉
土
木
事
務
所
☎
０
２
４

７
︲
３
３
︲
３
１
３
１

⃝
日
時
　
８
月
５
日
㈭
、
９
月
２

日
㈭
、
10
月
７
日
㈭
／
午
後
５
時

～
８
時

⃝
会
場
　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

⃝
内
容
　
不
動
産
登
記
・
会
社
登

記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、

少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見
等
に
関

す
る
相
談

⃝
申
込
方
法
　
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
（
月
～
金
曜

日
）。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
１
７
８
５

《
こ
ど
も
坐
禅
会
》

⃝
日
時
　
８
月
６
日
㈮
／
午
前
11

時
～
午
後
１
時

⃝
対
象
　
小
中
学
生
先
着
20
人

《
鉄
道
模
型
運
転
会
》

⃝
日
時
　
８
月
21
日
㈯
／
午
後
１

時
～
６
時　
８
月
22
日
㈰
／
午
前

９
時
～
午
後
２
時

＝
共
通

⃝
会
場
　
大
統
寺
（
馬
町
）

⃝
参
加
料
　
無
料

問
大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

⃝
日
時　
８
月
29
日
㈰
／
午
後
４

時
～
５
時

⃝
会
場
　
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
「
え
き
か

ふ
ぇ
」
特
設
ス
テ
ー
ジ

⃝
入
場
料
　
無
料

問
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
遠え

ん
ど
う藤
☎
０
９
０
︲
１
４
９
６

︲
７
６
１
０
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今
年
は
黒
澤
明
監
督
の
生
誕
百
年
で
す
。
羅
生

門
、
椿
三
十
郎
、
影
武
者
な
ど
世
界
的
に
高
い
評
価

を
受
け
、
海
外
の
映
画
に
も
影
響
を
与
え
た
大
映
画

人
で
す
。
そ
の
中
で
も
私
は
「
生
き
る
」
と
「
七
人

の
侍
」
が
好
き
で
す
。

特
に
、「
七
人
の
侍
」
は
何
回
見
て
も
新
た
な
発
見

が
あ
り
ま
す
。
若
い
頃
は
、
野
武
士
の
群
れ
と
農
民

を
守
る
侍
と
の
、
息
を
も
つ
か
せ
ぬ
戦
闘
シ
ー
ン
が

売
り
の
映
画
、
と
い
う
印
象
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

志
村
喬
、
三
船
敏
郎
ら
名
優
の
達
人
の
演
技
。
心
理

的
か
け
ひ
き
と
巧
妙
な
作
戦
。
襲
い
か
か
る
荒
く
れ

と
馬
蹄
の
迫
力
。
村
娘
と
若
侍
の
恋
。
加
え
て
、
巧

み
な
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
や
照
明
、
細
部
に
こ
だ
わ
る
ロ

ケ
地
の
設
定
等
「
黒
澤
組
」
の
総
合
力
。
文
句
な
く

第
一
級
の
作
品
で
す
。
で
も
い
つ
し
か
、
こ
の
映
画

に
は
も
っ
と
深
い
テ
ー
マ
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
野
盗
に
、
命
に
も
値
す
る
収
穫
物
を
奪
わ

れ
る
。
悲
嘆
に
く
れ
、
士
気
を
失
い
、
村
が
壊
れ
か

け
て
い
く
。
や
が
て
、
土
地
と
生
活
を
守
る
た
め
敢

然
と
立
ち
上
が
る
。
必
死
の
思
い
で
腕
の
た
つ
侍
を

捜
し
に
ま
ち
に
行
き
、
頭
を
こ
す
り
つ
け
懇
願
。
そ

し
て
７
人
の
傭
兵
が
揃
い
ま
す
。
農
民
が
「
侍
を
雇

い
」、
と
も
に
戦
う
こ
の
物
語
は
、
住
民
が
自
ら
の

意
思
と
覚
悟
で
地
域
を
つ
く
る
「
住
民
自
治
」
の
視

点
か
ら
眺
め
る
と
示
唆
に
富
む
内
容
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
と
さ
ら
、「
地
域
主
権
」
と
叫
ば
ず
と
も
、
人
は

昔
か
ら
と
も
に
、
集
落
を
つ
く
り
、
守
る
べ
き
掟
を

設
け
、
外
敵
を
防
ぎ
、
地
域
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
、
よ
く
専
横
な
領
主
・
代
官
と
長
い

も
の
に
巻
か
れ
る
弱
い
民
衆
が
描
か
れ
ま
す
。
し
か

し
、
実
態
は
か
な
り
違
う
よ
う
で
す
。
民
は
し
な
や

か
で
強
い
。
同
時
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

北
陸
加
賀
で
は
、
守
護
を
追
放
し
、
百
年
に
わ

た
り
農
民
が
支
配
し
た
「
百
姓
の
持
ち
た
る
国
」

が
あ
り
ま
し
た
。
泉
州
堺
で
は
、
会え

ご

う

し

ゅ

う

合
衆
と
呼
ば

れ
る
商
人
が
寄
り
あ
い
、
物
ご
と
を
決
め
運
営
し

て
い
く
「
自
治
都
市
」
が
長
く
続
き
ま
し
た
。
千

利
休
は
、
誇
り
高
い
自
由
都
市
の
血
を
色
濃
く
宿

し
た
商
人
で
し
た
。
秀
吉
に
屈
し
な
か
っ
た
の
は
、

茶
の
美
を
至
高
の
高
み
に
置
く
芸
術
家
の
矜
持
に

加
え
、
自
治
を
重
ん
ず
る
会
合
衆
と
し
て
の
意
地

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

民
衆
は
と
き
に
、
一
揆
と
い
う
実
力
行
使
に
訴

え
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
稀
で
、
通
常
は
穏

や
か
に
粘
り
強
く
、
か
つ
応
変
に
身
を
処
し
ま
し

た
。
お
上
の
命
令
も
自
分
ら
に
都
合
の
良
い
よ
う

換か
ん
こ
つ
だ
っ
た
い

骨
奪
胎
す
る
な
ど
、
高
い
交
渉
力
と
知
恵
で
持

続
で
き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
野
武
士
を
撃
退
し
、
村
は
平
和
を
取
り

戻
し
ま
し
た
。
農
民
が
総
出
で
、
喜
び
歌
い
な
が

ら
田
植
え
に
い
そ
し
み
ま
す
。
こ
れ
を
横
目
で
見

な
が
ら
、
侍
の
リ
ー
ダ
ー
が
「
勝
っ
た
の
は
あ
の

百
姓
た
ち
だ
。
わ
た
し
た
ち
で
は
な
い
」
と
言
い

な
が
ら
村
を
去
る
シ
ー
ン
で
終
わ
り
ま
す
。

　

鎌
倉
・
室
町
の
文
書
に
「
領
主
は
一
時
、
百
姓

は
末
代
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
領
主
は
変
わ
る
、

だ
が
土
着
の
生
産
者
で
あ
る
百
姓
は
地
元
の
こ
と

を
末
代
ま
で
大
事
に
す
る
。
要
は
、
地
域
の
主
役

は
民
衆
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
現
代
で
は
市
民
が
主
権
者
で
す
。

そ
こ
で
、
大
事
な
こ
と
は
、「
自
分
た
ち
の
こ
と
は

自
分
た
ち
で
決
め
て
い
く
」
と
い
う
、
自
治
を
担

う
気
概
だ
と
思
い
ま
す
。
自
ら
考
え
・
行
動
す
る

自
治
と
は
厄
介
で
難
儀
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
人
口
・
富
が
縮
小
す
る
時
代
に
対
応

す
る
に
は
、
分
権
型
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
私
た
ち
の
先
祖
は
、
知
恵
と
創
造
力
で

大
き
な
環
境
の
変
化
に
も
適
応
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
も
夢
と
希
望
を
抱
き
、
か
つ
、
こ
れ
を
実

現
す
る
強
い
志
を
持
ち
、
明
日
の
白
河
を
築
い
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
七
人
の
侍
と

　
　
　
自
治
に
つ
い
て
』

市
長
の

手
控
え
帖

　
７
月
４
日
㈰
の
市
内
一
斉
清
掃

に
お
い
て
、
一
部
の
地
域
で
水
道

水
に
赤
水
（
濁
り
）
が
発
生
し
ま

し
た
。
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
赤
水
発
生
に
よ
り
、
捨

て
水
を
行
っ
た
場
合
は
、
捨
て
水

相
当
分
の
水
量
を
減
免
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
水
道
部
☎
㉗
３
２
２
１

　

８
月
21
日
㈯
は
「
県
民
の
日
」

と
し
て
、
次
の
体
育
施
設
が
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

⃝
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

⃝
無
料
開
放
施
設
　
▽
総
合
運
動

公
園
中
央
体
育
館
・
国
体
記
念
体

育
館
・
市
民
プ
ー
ル　
▽
し
ら
さ

か
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト　
▽
表
郷
体
育
館　
▽
表
郷

小
プ
ー
ル　
▽
大
信
総
合
運
動
公

園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
・
プ
ー
ル　
▽
東こ

ち風

の
台
運
動
公
園
体
育
館
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
・
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル　
▽

第
一
市
民
体
育
館　
▽
第
二
市
民

体
育
館　
▽
第
三
市
民
体
育
館

▽
関
辺
市
民
体
育
館　
▽
大
沼
市

民
体
育
館

問
本
庁
舎
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
☎
㉒

８
９
７
１
／
し
ら
さ
か
の
森
ス
ポ

ー
ツ
公
園
☎
㉘
２
３
２
２
／
各
庁

舎
教
育
振
興
課　
表
郷
☎
㉜
４
７

８
２　
大
信
☎
㊻
３
９
７
６　
東

☎
㉞
３
１
４
６　

　

え
ほ
ん
・
紙
芝
居
、
手
あ
そ
び

や
か
ん
た
ん
工
作
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
　
８
月
22
日
㈰
／
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

⃝
会
場
　
市
立
図
書
館
（
手
代
町
）

⃝
対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学

年問
市
立
図
書
館
☎
㉓
３
２
５
０

⃝
日
時
　
８
月
19
日
㈭
～
22
日
㈰

／
午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

⃝
会
場
　
市
立
図
書
館
（
手
代
町
）

問
市
立
図
書
館
☎
㉓
３
２
５
０

【地域新エネルギービジョン策定事業】
　近年の夏は、各地で観測史上最高の気温を記録するなど、地球温暖化が原因と思われる暑さが話題とな
っています。
　市では今年度、地球温暖化対策の一環として太陽光発電や風力発電などの、いわゆる「新エネルギー」
の普及促進を目的として「白河市地域新エネルギービジョン」を策定します。ビジョンの策定は、学識経
験者や関係団体、電力会社等による策定委員会を中心に進めていきますが、新エネルギーの普及には一人
でも多くの方々のご理解とご協力が必要です。今後、市民の皆さんや事業所の方々などから、幅広く意見
を募集しますので、ご協力をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問本庁舎生活環境課　内2167

市の事業の進捗状況などについてお知らせします。

案
内

お
願
い

ま
ち
か
ど
伝
言
板

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
寺
子
屋
シ
リ
ー
ズ

水
道
水
の
赤
水
に
対
す
る
減
免

体
育
施
設
無
料
開
放

夏
の
お
は
な
し
会

ダ
ン
ボ
ー
ル
寄
贈

大
草
川
ダ
ム
貯
水
池

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

手
づ
く
り
絵
本
展

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
「
案か

か

し
山
子
」


